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JEITA国際戦略・標準化セミナー
−企業の事業戦略と標準化−
■主　　催：JEITA標準化政策委員会
■担当部署：知的基盤部
■参加者数：約150名

◯「我が国における国際標準化の取り組み」
　経済産業省 産業技術環境局 情報電気標準化推進室 室長　辻本 崇紀 氏

◯「国際標準化の重要な役割と企業の事業戦略」
　パナソニック㈱ R&D本部 顧問（IEC 市場戦略評議会 日本代表委員）　櫛木 好明 氏

◯「電子書籍の普及と標準化戦略−標準化はなぜビジネスに必要なのか」
　専修大学 文学部 教授（IEC TC100/TA10 電子出版標準化分科会 国際議長）　植村 八潮 氏

◯「クルマとモバイル機器間のインタフェースの現状と標準化」
　㈱トヨタIT開発センター 開発・調査部 グループリーダ　円満字 大輔 氏

プログラム

JEITAでは、日本の電子情報産業の戦略的な国際競争力
の強化に向け、積極的に標準化事業に取り組んでおり
ます。
今回はCEATECの開催期間に合わせて一般公開のセミ
ナーとして開催し、国際戦略に合致した標準化活動が企
業の事業・経営に欠かせない重要な活動であることを
様々な分野で活躍されている有識者のご講演を通じ、改
めて共有させていただきました。

まず、辻本崇紀氏（経済産業省）より、我が国の産業界の
競争力強化に向けて経済産業省で進めている、高付加価
値創出を目的とした、標準化に関する制度の概要や人材
育成事業についてご紹介いただきました。
官民が一体となって取り組む多くの事業が進行してお
り、今後の戦略的な発展が期待されます。

櫛木好明氏（パナソニック㈱）には、「環境産業革命」と呼
べるような近年の環境・エネルギーに対する価値観の大
転換期におけるビジネスに役立てられる国際標準化の枠
組みについて、これまでの実例を交えてご講演をいただ
きました。

植村八潮氏（専修
大学教授）には、市
場が拡大する電子
書籍の国際標準化
の動向や、更なる
普及に向けた課題
とビジネスの展望
に つ い て 、I E C 
TC100 TA10（マ
ルチメディア電子
出 版 及 び 電 子 書
籍）マネージャー（議長）の立場から提言を頂きました。

円満字大輔氏（㈱トヨタIT開発センター）には、クルマの
ITシステムとヒトをつなぐツールとして浸透しつつある
モバイルデバイスの活用についての各社の動向や、今後
の標準化のあり方についてご講演いただきました。

冒頭より会場は満席となり、立ち見の聴講者が出てしま
うほどの好評を博し、各講師の講演後には多くの質疑応
答が交わされ、活発な議論となりました。

概　　要


